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1. 緒言 

日本の社会インフラの老朽化が問題になってきており、当研究グループではコンクリート橋梁を

対象にした透過 X線検査システムの開発を行なっている。日本に多く存在する PC橋の健全性は、

コンクリート内部に敷設された PC鋼材に大きく依存するが、その劣化をコンクリートの外観性状

のみから高精度に判断することは困難である。[1] 現在は目視や打音検査が主流であるが、内部鋼

材の劣化を視覚的に判定できる透過 X線検査は健全性評価精度向上への寄与が期待されている。	

	

2. 健全性不足と判定された実橋梁の切り出しサンプルに対する透視 X 線検査 

2-1. 外部表面が損傷した橋梁 

外部のコンクリート表面の損傷度合いから建て替えが妥当と判断され、2017 年に取り壊された

PC橋の切り出しサンプルを対象に X線透過試験を行なった。最大で 700	mm

厚程度のコンクリート透過能力を有する 3.95	MeV	可搬型 X線源を使用し

た。取り壊し前の橋梁の表面損傷の様子を Fig.1に示す。	

2-2. 本試験の有用性 

サンプルの撮像結果やその考察は発表時に示すが、外部表面の劣化と内部

の PC鋼材の劣化度合いの相関関係に関するデータを蓄積することは、現行

の目視検査の健全性評価精度の向上という観点から有益である。	

また、当橋梁には取り壊し前(2017 年 6月)に 950	keV	X 線源を持ち込み

内部透視検査を試みたものの、機材トラブルで実施がかなわなかった。今

回は実験室内で現場の撮像体系を擬似的に再現することにより、可搬型 950	

keV/	3.95	MeV	X 線源を使用した橋梁検査の可能性を示す。	
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Fig.1：表面に損傷が見ら

れる実橋梁の下フランジ部 
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